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１．１．１．１． 背景背景背景背景 
現在，研究されている画像検索システムは，主とし
て 2次元の画像を対象にしてきた．画像検索において
は，ピクセル単位での照合のため，位置やサイズが変
わると検索することができない．特に 3次元画像では
見る角度によって物の見え方が変わってしまう．そこ
で，3 次元オブジェクトを対象とした認識処理が必要
となる．これらが的確に，かつ高速に認識することが
できれば，より多くの 3次元画像オブジェクトを正確
に検索することができる． 
さらに，複雑なオブジェクトを単純化・類型化して
識別することで，登録されていない未知のオブジェク
トにも対応でき，汎用性も広がるものと考えられる． 
２．２．２．２． 目的目的目的目的 
本研究では，3 次元オブジェクトが含まれる画像か
ら，オブジェクトの特性に着目して基本オブジェクト
を取り出し，他のオブジェクトの特性と照合すること
によってオブジェクトを認識するアルゴリズムの有効
性を確認する． 
３．３．３．３． 研究内容と要点研究内容と要点研究内容と要点研究内容と要点 
オブジェクト特性（面，角の数）に着目し，形状を
特定し，検索キーと照合する検索システムを試作する． 
検索キーの指定方法として，オブジェクトボタンか
ら選択し貼り付けることで概略画を描き，それを用い
る方法を採用している． 
以下の機能に関するアルゴリズムについて考察して
いき，その実現を図る． 
(1) 輪郭線追跡方法（画像からのオブジェクト抽出） 
(2) オブジェクトの分解・判別方法 
(3) 例示イメージと登録イメージとの照合方法 
(4) オブジェクト特性の最適な組み合わせ 
４．４．４．４． 試作システム試作システム試作システム試作システム 
４．１４．１４．１４．１    概要概要概要概要 
イメージから輪郭抽出処理や角検出などを行い，基
本オブジェクトに分解していき，取り出したオブジェ
クト特性と，入力された図形のオブジェクト特性を比
較する．さらに，色情報をもとに類似度の高いものか
ら順に検索結果として出力する． 
４．２４．２４．２４．２    機能機能機能機能 
 本試作システムは以下の機能から構成されている． 
(1) 入力機能 
① 検索したい図形の選択 
② 色の設定 

(2) 検索機能 
① イメージから RGB 値の抽出 
② 同色範囲（面）の輪郭追跡 
③ 特性と色相から類似度の計算 

(3) 表示機能 
① 類似度の高い順に結果の表示 
 
 

４．３４．３４．３４．３    入出力例入出力例入出力例入出力例 
色(緑)を選択し図形描画ボタン(立方体)の入力によ
りキャンバス内に図形を表示したものを図 1に示す． 
入力図形をもとに色相の近い順に結果を一覧したも
のを図 2に示す． 
 

図１ 入力画面      図２ 出力画面 
 
５．５．５．５． 評価評価評価評価 
 本試作システムと従来のビットマップ検索システム
(ドット単位で照合する)を比較した結果，位置やサイ
ズの変更等への対応が確認できた．(表１参照) 
表 1：ビットマップ検索と試作システムの比較結果 
 Ａ Ｂ 

オブジェクト位置の変更 × ○ 

オブジェクトサイズの変更 × ○ 

オブジェクトの色相 ○ ○ 

オブジェクトの複雑さ（同位置） ○ × 

複数オブジェクト（同位置） ○ × 

オブジェクトの向きの変更 × △ 
○：対応している △：一部対応している ×：未対応 
Ａ：ビットマップ検索  Ｂ：試作システム 
６．６．６．６． 考察考察考察考察 
この結果から，本研究の成果は，形状の明確なオブ
ジェクトを認識するシステム，例えばロボットビジョ
ンによる障害物認識システム等に応用する上での基礎
になるものと考えられる． 
７．７．７．７． 今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題 
以下の課題が残されている． 
① 向き，傾き等の違いを加味し検索精度を高める
アルゴリズム 
② 複数オブジェクトが含まれる場合，重複・隣接
等の関係からそれぞれを識別するアルゴリズム 
③ 複雑な図形を単純なオブジェクトとして識別し，
分類するアルゴリズム 
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